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表1　東京都における一般勤労者世帯と被保護労働者世帯の家計支

　出比較（1人当り消費支出額）

一般勤労者世帯 被保謹労働者世帯 格差（函「
（A） （B）

35年度 9，039円 3，437円 38．0％

40
14，636 7，351 50．2

45 24，639 工2，648 51．3
50

49，071 28，421 57．9
51

55，953 31，93哩 57．1
52 58，259 34，054 58．5
53

63，535 37，39Q 58．8
54

66，386 39，089 58．9

　準五　高基護に消みる率
〔2）に十まま準世そ費る消で
　改四たつの帯の者と費み
最善年’て改にウ物一支た
近さ度工き善っ工価般出の
のれにンて等いイ上世のが
賃て至ゲいにてト昇帯増表
上きつルる伴もが率の分2
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状い初数
況るめに
等oてつ
　　三い
　　○て
　　％み
　　台る
　　のと
　　水’

oい五かが場ので
雑○か高合費あ
費年つい、目る
の度て場雑別Q寄以い合費寄前
与降るは（与年
率生が食食率度
が活’料料をに
漸保被費費み対
次護保）のてす

ぜ

表2　消費支出寄与率の年次推移（東京都一般勤労世帯と被保護労働世帯） （1入当り）

「一 34年度→35年度 39ヂ P40ノ 44’→45’ 49■→50’ 52’→53ノ 53’→54ノ

増　額 構成比 増　額 構成比 増　額 構成比 増　額 構成比 増　額 構成比 増　額 構成比

円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％
消　費　支　出 1，086 100．D

766
100．0 2，908 100．0 5，283 100．0 5，276 100．O 2，85工 lOO．0

　一 食　料　費 247
22．7

404 冨盛 771 i難 1驚815 鷹黛 590
11．2

303
10．6

般 住　宅　費 82
7．6

118
15．4

237 8．1 △376 △7．1
572

10．8
564

19．8

世 光　熱　費 77
7．1 42

5．5
115

4．0
183

3．5
125

2．4
31 1．工

帯 被　服　費
163

15．O
72

9．4
164 5．6

353
6．7 374 7．1 312

10．9

雑　　　費
516

47．5
129

16．8 1，622 55．8 3，308 62．6 3，616 68．5 1，641 57．6

消　費　支　出 321
100．0

823
100．0 工，161 100．0 3，7工6 王00．Q 3，336 100．0 1，699 100．0

保 食　料　費
131

40．8
438

53．2
681

58．7 2，067 55．6
728

21．8
46

2．7

、護 住　宅　費 88
27．4 工51 18．3

112
9．6

375
10．1

742
22．2

457
26．9

世 光　熱　費
30

9．3
35

4．3
74

6．4
260

7．0
169

5．1 166 9．8

帯 被　服　費
26

8．1
22

2．7 193
16．6 △　62 △1．7

403
12．1 △　67 △3．9

雑　　　費 46
14．3

177
21．5

101
8．7 1，076 匿亟 1，295 随1蚕 1，096 緩垂

消　費　支　出 3．8％ 6．8％ 6．9％ 10．9％ 3．9％ 4．8％

消 食　料　費 4．1 幽 四
r一『、

呂識 3．4 3．6

費
住　宅　費 4．2 4．4 5．5 7．5 4．8 4．3

者
　
物

光　熱　費 5．2 0．4 1．1 7．6 △4．0 11．4

価 被　服　費 0．8 3．8 11．0 5．2 4．0 5．4

雑　　　費 4．4 7．5 5．7 14．7 5．／ 5．4
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表5　昭和56年度　生活保護基準の改定（1綴地）

　　　　　　　iI
生活保護纂準
基準生活費〕

）居宅（1類＋2類）
標準4入世帯

1期末一時抹助巽

居　宅
収　容
収容保護基準〕

〉救護施設

〉更生施設

部算等〕
）妊産婦加銘

　女壬桑辰6ケ月未1蘭

　タ王勘翼6ケ月以民

　産　　　婦
）老齢加籏

70歳以上
　68歳以上70歳未満の病1

　弱者
⑥母子加算
　児童が2人の場合に加
　える額
　児童薄ぐ3／klユi二玉ノkを

　増すごとに加える額
（の　障害者加算

　障害等級表（1級、2級〉

　障害等級表（3級）

　介護加算
〔5）在宅患者加算

一丁漏蓄
　　　　　　　　r

　該当しなくなった者
17）多子養育加算

（8〉人工栄養費

（9〉入院患者日用品費
〔1①一時扶助費

　布団類新規
　　　再生
　蚊　　帳
　家具什器
　　一般基準
　　特別基準
　被服（平常着）
　常時失禁患者等おむっ

　　布おむつ
　　紙おむつ

124，173

9．500

3，400

40，020

42，腹00

円

6，380

9，600

5，920

12，60Q

9350σ

16，400

勾310

　660

18，900

12，600

6，340

8，00Q

30，900円以内

9，250円

第　37　次
（56年4月1日）

ユ34，976

10，230

3，660

43，500

46，090

円

6，870

10，340

6，380

13，500

10，100

17，600

1，410

　700

　　　　　　20，300
　　　　　　工3，500
　　　　　　6，340
　　　　　　g，250
　　　　　　32，100円以内
　　　　　　9，960円

26，000　　　　　　　　　　　29，000

13，000　　　　14，500

6，500　　　　　6，50D
8，30D　　　　　　　　　　8，940

16．070円以内　　　　王7，3］0円以内

16，000”　　　　17，600”
9，600〃　　　10，600ク
4，800〃　　　　5，500ク

17，000”　　　22，000”
25，000〃　　　37，000〃

li1　』　1
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二工壷霊巌，～繍
出産準備のための被服

等

配電・水道等設備費

入院患者特別介護費

鋤入学準備金
　小　学　校
　中　学　狡
2．教育扶助基準

　小　学　生
　　中　学　生

3。住宅扶助基隼

（1）家賃・間代等

（2〉住宅，維持費

　一般基準
　特別基準
4．医療扶助基準

5．出産扶助基準

　一般基準
　　施設分娩
　　居宅分娩
　　特別基準
　　術生材料費
6．失業扶助基準

（工）生業費
（2）蚊能修得費

〔3）就職支度費
7。葬祭扶助基準

　　穴　　　人
　　小　　　入
8．

（1）業種別基礎控除

　　（1）の職種（内職）

　　（2）の職種（日雇）

　　（3）の職種（土工）

（2）特別控．除

（3）新規就労控除

（4）来成年者控除
（51不安定就労控除

㈲実費控除

34，000円以内　　　34，000円以内

　　65，000〃　　　　75，000〃
日額1，000円以内　　　日額1，000円以内

27，000円以内　　　　29．000円以内

31，000〃　　　34，000〃

1，390円

2，770

1，520円

3，000

9，000円以内　　　　9，000円以内

65，000

100，000

63，000

82，000

85，000

3，000

30，000

30，000

20，000

85，000

68，000

14，820円

19，740

24，850

101，100円以内

6，000

9，400

4，000

実費

75、OOO

115，000 〃

65，000〃
82，000〃
85，000〃
3，000　〃

30，QOO

30，000

20，000　〃

97，000　〃

77，600　ク

15，960円

21｝260

26，760

108，900円以内

7，100

9，400

4，000

実費

摘

◎基準看護以外の病院に入院し

ている入院患者にっいて特別

基準により支給

◎芝、彗準額のほか、学校給食費、

通学のための交通費、クラプ

活動に要する用臭類等につい

ては実費支給

◎学級費等については特別基準

により、小学生300円、中学

生400円以内の額を一般基準
　に＿L狸1みして支糸合

◎国民健康保険の診療方釘、診

療報酬の例娼よる

◎稼働口数が21日以上で 一定額

以上の収入を得ている場合は、

収入に応じて控除額を増額

◎社会保険料、組合費、通勤費等
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　　円覗等就も　一除　が等行の恭さ除てれ護も裁食
被世に行の労所こO額ま二の）職礎れ”て世にを物勤勤
保帯引月経者要の万が迄万職が種控菟米棊お帯被整縫裳務
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に等ら0て』が人O一・控六合　月’六控　要をのめ費
実にれOる伴図金O’除O一九額二年除特の助勤等及稼
際み菟Oたうら顯IIヨーに門万六一級度及別性長労のぴ働
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さ水　 惇規　と控あ（嬉亜四　八務て控新態点促対とて

生　　Oが躍，規て。ら控。ε業現等別用控じら湶と体飲

たら五要　〇三
P九’すまO’
　万○るた○〇
　七〇費’円O
　　O用葬以O
　O円¢）祭内 ヨ

　0以笑扶に以
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　き地たて菟ら
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　げ人　葬　万
　ら）八祭　五
　れか万に

万七と保
二’な障ま
六一り基ず
七四非準’
円三稼は標
と円働一準
な’の級四
菟単老地人
　身人で世
　老一一帯
　人人六の

鵜雑
　の　　　 の
　場で七最
　合は五低
　は八六生
　七万円活

る生そな年活
　活のる齢保
　保一が’障
　障般’性水

水的い別準
準なく並は
を基つび’
示準かに被
す及の所保
とび世在護
表控帯地世
6除構域帯のか成等の
とらをに家
おな想よ族
りる定つ構
で最して成
あ低て異’

表6　世帯類型別等基準額の具体的事例

カrr算〔母子）

教育扶助 11390

9，Goo

19，740

］54，303

1，3go

9，000

19，740

1生3，126

1，390

5，000

18，550

126，758

1，520

9，000

21，260

166，756

9，000

21，260

154，613

1，520

5，0σo

191980

137，183

母子3人世帯（35歳女・14歳男（中）・8歳女（小））

55　年　度 56　年　度

1級地 2級地　　3級地 工級地 2級地 3級地

　　円
1D11159

17，710

　4，160

　9，0GO

132，029

　　円　　　円
92，058　82、956

17，710　17，710

　　円
110，258

19ρ1D

　4，520

　9，0DO

1・茎2、7S8

　　円
1QOβ34

工9，0／0

　喋，52D

　9，000

］32，804

　　円
90，曼20

19，010

　，52σ

　5，0GO

ll8，950

生活扶助

，加算（老令）

教育扶助

住宅〃
「
合
　
計

55

1級地

71，384

9，Qoo

80，384

老人2人趾帯（64歳男・倣歳女）

年　度　　　　　56　年

2級地　3級地　1級地　2級地

64，959　58，534　78，143　7／，105

9，000

73，959

5ρ00

63，534

9，000

87，143

9，000

80，105

度

3綴地
641G67

5，000

69，067

1級地

43，299

12，600

9，00Q

641899

（注）このぽか、学校給食費、通学の交通費の実費が支給されるとともに、
　カザ控除される。

年

2級地

39，41工

ユ2，600

9，000

61，011

老入単身世帯（70歳女）

度 56　年　　里

地 3級地 1級地 2級地 3級地
41工

600

－
0
0
0
0
11

353503

12，600

　『

5，000

53，103

47，767

133500

　－

9，000

70，267

43，465

13，500

　一

9，000

65，965

391工55

13，500

　一

5，000

57，655

稼働者にっいては社会保険料、交通費、労働組合費等
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曙ずものとのこ　とに免れはこ費り
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　と荷き外びの具れを　なる管たる応がい居　　と費にた　　　こ○設ら

　　古典的名著復刻　　　　　　　　　　好評発売中〃
改爵丁

増補
　　　小肉進次郎著　　．　匿畔6上製本。942頁　定価4000円。マ350

　　　　　難響籔難織難灘1奪鎌騨鱗翻
全国社会福祉協議会。出版部〒100鯨都子代田区霞欄3・3・4歌（03）581・95n振替鯨6．38440
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と’にがい括要異基れのと支のいでといる費費
こ精充被に交でな準た一と払範をははるのとに
響講3鷺噂糎肪暫鯉力塀妄3

と情のた基　算の嫉礁　しの曳内いのる住し　　るのと月
とを購数準因手取　がま支地　でて支こ屠て現〈こ費しを往
橘企魏轡鰭欝駿主蒲挑縫イ囎謹畿籍
いし直助取’がと扶止地い地か支ご方し保扶住〉し住ると馴

あ続れ児てれ
るきる童はた
　はとの’教
　要い学一育
　しう用括扶
　な特品交助
　い殊費付費
　こ響等しの

に実’大地要一て
般括取をの遡限轡＋部代な定喚
の支扱行でにりに二分は実隈
例給いつあ支必あかの家費度月
にさにた免給要る月地箕糞額を
よれつ後　 しなこの域　濾以単
りたいに　て月と範に間定内位
精際て保　差分か囲お代すでと

ノこ宅がし0）
σ扶’て家
（助地そ貸
課費代の、
　とに実隅1
τしつ費代
のていを　’1
55一て認地）　毒舌　1よ　定　乎ミ：

　交数す等
　付かるの
　で月こ額
　さ分とは

し特円後保院都援るよ　ωりでつ単ての活和　 十　た除たと経容　　のに
て別の一護（道助場り単　できい身Lと保四実　・　も外挾に嚢認課く40供

取つ必てと者しで心のや
扱た要’すにたき要場む
㌔、も最月るな場なと月テを
との少額。つ合い』に得
しと限九以たにと　｛呆な
たし度’下と限さ他管い
こてのO聞きりにかし瑛と言忍額⊂）じは、はらて1青
で定をOJ被入’のいに

そ一保のの基付は
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医

るお挾る言隻因を

他
の医〔一）

助扶指

真膿羅器整細
な’療保　す扶・はli
陵金機対る助適ブ輔

誓舞難難灘

お幼。者すみ生l！
む人そのもる活】1
ね員の医のと保l／
六¢ヒ結療が’護葺
Olm塁需七匿をi｝
％に　要○帯受時をお医は％主けl！
占い療強強又るll
めて扶いをはi暴

陸蹄聾齢る活’とて員保11
状蟹予なおの護l／

購難講ii
　　　　　　　ii

　一　次るに療客

　受駿2鱗
　診に　ののl／

医に保い
療よ　て
機り
関行
にわ
委れ
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医
療
扶
動
の
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営
方
向

　陵っなし定各智いをで藍お　努ら要しをこよし

｛木力・及とな年関長
屠を市びこつ四係年国
　おに新ろて月都の立
夜願お規ておに道働大
間いい鱒あ1乳お贋き学
等して凧る　 ㌔、県か附
1ニ　ノこ　1よ　カ§　　o　う丘　Fぐ　　鱒　け　 属

おい’予今年は市が病

　の道来ら定五局て　えう生医場と強の窓い協と
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受

の
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有請うつ要が管びす’医
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な行にてあ効と険に政会
手わ併嗅有あの医際内に
段れわ　　る連療し部強
とるせ保こも携機てに力
考よて険ののを関のおに
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際るのて活継に当を単
し。よ許の続居な保身
て　う罫保す住保管入
は　なさ障るし管す院
　　対れをこて者る患
家　応る目といが必者

　ら部の宅その焦位も財
れ補実をうも署置のの
るて費確での扶づで保
のんを保あが助けあ管
でを保すれ目とるるに

、憲譲範樽駈欝
扶すると住はともかる
助るもに宅なす検庚経
のべの要扶いる討　費
一きです助ののし住に
時であるはではた宅対
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。費管引かる費の
　（にいらのの支
　生要た住で適給
　活す残宅’用対
　扶るり扶現を象



③づ保　考すり各にみに保多　 二てとの夜て　の発急書得施でに確い
福き護被える’種努なこ護い疾　　留も変聞い現確行迫のた機あそ保る休
祉ケ者提らζまの戦られ者状病療　意雪愈のな時保す時活り関免のに時1ミ
霧撰馨篇嘱必縞雛愚養騰縢嫌齢凝毬、謀3爆
所検態の
の討を自
みを把立
でし握助
対てし長
応処’を
で遇②図
き方そる
な針のに
けを結は
れ立果’
ばてに①
外’基被

。のそが要よ者遇か由指
自れなにりにのんと
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憶る新療にいれ方し1乳保て結つ婆け等
　のた体おてて法て　護　果い　るの

でに制いはいに使あ決地’て従被福、　対　が　て　特　る　　よ　用　　る　定　域　全　指　来　｛呆　祉

こ応整もに。りでい通医国示よ護喜
れ．が備、対　 被さは知β甲のしり者務
が必さ今応　保る休醤会相て機の所
対要れ後措　護証Er等等当い会受が
応とる’置　者明夜既の部るあ診閉
にな等休を　の爵間存協分とる機庁
つる聾1三i講　受等等の力のこご会し
いこ情’じ　診をの文を実ろとのて

療村議で係　分所るは果　でとい調的れて嘱のが用トわに　題めンれ被部
ケの会　機しがの場援　盗あのて査なだ　託諸要を活れ楼ことのでる保の
【保を例関たあス合助そにる連徹時医け査医活求図用る　のさシあと護関
ス健設えとがるタにをの
ワ婦けばのつQツは行者被
1　、る医連て　 フ、うに保
力栄な療携’　の専必対護
1養ど扶がタト　み門要しノ註
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交は健のの医　し及このを
換病所擁と療　きぴれ療把
髪院又域なに　れ福を養握
行等は連係な祉実指しうの市絡るる　い事施導た
こ医町協の関　都務す又結

。携底に学は察を動さりに必被三れスるい者係
ををお知知指中をれ’よ要保者てテQうへ機
一図け識つ導心さて主りが護遮いム医サの関
層りるのて員とらい治情あ患携ると療イ適に
深、医普おやしにる医報り者をとし扶ク切協
め嘱療及い地た有とのを’の有こて助ルな力
る託面をて区所効こ意収訪病勉ろ三にカ1指を
よ医で図ほ担内なろ見集聞状にで者お　導依
うとのりし当研らで聴し調把機あ連い基　頼
な査留’い塁修しあ取’査握能免携て本援桜
配察意まとに等め免髭曝及がさ　のは的助
慮指感夜い対に至　行託び的せ　推’なが④
が導等　うし　にこフ医レ確る　進こパ確そ
必艮に訪基’おはれこのセにた　がのタ保し
要等つ間礎こい’らと活プ行め　課た1さて

第1表医療機関の指定状況（昭和55年6月30日現在）

医　　　　　　科

歯科
計 病　院 診療所

総　医　療　機　関　数 87，272 8，955 78，317 38㌻896

生活保護指定医療機関数 69，043 8，50D 60，543 22，019

指　　　　定　　　　率 79．1％ 94．9％ 77．3％ 56．6％

保護課調

すて養る患る健　と
る、士被者の康近も
必公に保やでづ年必
要衆よ護食’く’要
が衛る世串例り公で
あ生訪帯療えに衆あ
る諸間に法ば関衛る
。施指対を’す生“
　策導し必家るの
　のをて要庭運分
　積｛衣はと看動型予
　極頼’す護がに
　白勺す保るを展お
　活る健患必開㌧、
　麺な姉者要さて
　に　又をとれ　配どは有すて隔
　慮し栄するい民

第2表　指定医療機関の年次推移

医　　　　　　　　　　科 歯　　　　　　　　　　科

医療機関

総　　数

生活保護
指定鷹療

機関数
指定率

（参考）

社会保険

指定率

医療機関

総　　数

翻
　
　
指 定医療

　　機関数
指定率 麟蔭

指定率

51年6月 83，497 64，372 77．1％ 93．2％ 33，949 王8，684 55．0％ 98．4％

52年6月 84工28 65，210 77．5 93．2 34，736 19，043 54．8 98．2

53年6月 85，105 66，453 78．1 92．9 35，963 19，895 55．3 98．4

54年6月 86，087 67，737 78．7 92．8 37，103 20，899 56．3 98．5

55年6月
87272 69，043 79．1 92．9 38，896 22，019 56．6 98．9
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　処そう　を関医そ申て

。弾保
力護
性法
を上
持の
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せ扱
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とも
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し康

仲村優一著 1嚢趨選麹

匿改訂版】　　　B6判・292頁・定価1，000円・〒250円

　ケースワークの原理と技術を，日本における公的扶助行政の運用上に導入し，
　その保護手続過程の民主化をはかる。福祉事務所・社会福祉主事の指針として，
　公的扶助ケースワークをめぐる問題を幅広く考察している。

全国社会福祉協議会・出版部蓉讐鶴翻lo
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てとて況十は児の　 「のい　　分　十　等
処　組る　行分を遇　織か　わにフ，1…

一18一一



を者　は祉　に等をで全
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者適祉
の正事
は化務
握の所
並推に
び進お
に　 け
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が　㈲要の周・「旦当な意な各に営　 目規等及三nl施

鹸職欝纏駿鴛魏鱗膀あ麟馨補管
の者員るこ底明ていがのがつ本’指笑内務目と嬰ら理
示処の
す遇充
配の足
置担状
基い況
準手
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てう
不べ
足き
し職
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Pのが確はP十で年てとr導態容内的に規の規
吉［ξ1騒酸裂墨護雛翁餐繕置雛
なれめ施’峡かお運も計要離確入方すは状整

　、て’方こさらけ営の画でしと所針る省混備
にいか漢のれ’る方で一あてな置’こ愈
蒲なつ　事た各運針もの蒐いつに職と寺　藷
目り’各業も部営にあ設
しれ全月険訓』σ）巨ゴ書舌もり定

たば員貴画で別動り’は
検なにののな担の込そ’
討ら対役推け当指まの施
がなす割進れ者針れ策設
必いる分にはのとた定運
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σ）12喋らに鱒が鄭簿ま註5灘労潟遇製嫡
擁三嚢縫麦耀犀期真雛魏羅負鱗ザ
豪擁駄縫誌髪r露響携ぞll騨麟

　附　備　み任規いつr　給要そに規なるに条八則
　短　に人ら給程えて初規与がのお律くこ定件十一
　の　つ件れ格本る始任程規あ制い等’とめ’九は
　綴　い費る付文もめ給本程る定てのこが’賃条’
　出　てのの茶ののて格文一。・も規の義所金の民

労
働
基
準
法
遵
守

強適で準みで名付はは
ブJI｝三、σ）カ‘歩）災当……も 、
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才旨出れ塾釜や帯9もLよ業
導のら備さしにのり規
す観の施れか“三’則
る点施設’し給要rの
必か設が給な与素給 ・

届不範就務轄の規闘
出可で業化の支定施に欠あ規さ労払に設
つなり則れ働’基の
いも’はて基職づ場
ての職鞭い準場い食
鋭で員融る監規て
意あのに。督律’労

巧犬（11二二弓童そと員は∋聾レ、

　　化のもの、職る
械職を充な勤入員堕
難員図足る務所が設
規のるにの条者基が
則勤必つで件に準目
、務要い、の対数立
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規のる限るに処たい
程確。を施支遇なる
の立　矩設障習いq
整　　めにを度施特
備　　 類つきあ設咲
及等いたるにびのてすいあ直．
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用　　底’と職て処

いが請こて’勝黎入望時務’本q箋時食活評遇ス倉特’分て常の確
て十され聾お肌　浴ま以）調と施阪間嚇時価記診に質入なは生設保

罐繍講籔喫婁懲巽膨讐漿軽蹴霧
1鐸鍛轡運搬翫職べの多目綻定要購た歴遇必1縦笑
鯖罐鍵戴騰灘蘇1鞍lll簸鷲霧

措換処ね助でに　（呂）をい体もはれにみ　ω等況ののな酬る　1・尼導つ
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費夜とれに記い所お向少（で所と施ζ活食中び定康べこス酸所個入底あの
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準起ていいれ喚のつたとにる処ろれ笹間時にれ提態個た指施個処者望の項
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本おとる況理すつ
都け本Pに事るい
会る部　つ会がて
計会会　いの’は
及計計　て審当’
び処等　 ’議該逐
特理と　な状施年
別にの　お況設’
会当突　一及の詳
計た合　 履び設述
）つ　　の議置し
とて　　ヨ旨事主て

す化
る

法

人
理
堅

の
審

算のあ賃量がの分ま走こ業等度動少’及要い需あ勤態
に適菟支を認決基夜化ろ務経にに等最びでる墓奄務等
関正　熱十め定準　に’でを営お支が近工あかに　体を

等分ら’がこ努あ担のい障みの賃るを応し制勘
が考れ支なのめる当安てをら経支。的じたの案
行慮る払く運るのす定もきれ済払　確たが標し
わしのい’営よでる強引た’状い
れたでが娩面う’指化続し入勢の
る評　行凪を指こ導をきて所を状
よ価入わ長み導れ員図受い者反況
うを所れ等るすらのる注る等映
指行者てのとる施増た開このし

に処つ準’
は遇てを施
握が’設設
』ど入定目
評の所し的
価よ者てに

一20一



　が知　㈲望確い　〔些）行こ費祉がれ計璽定にを　れ年陵か　⑥ず題れその
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